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 平成 24年８月 

伊藤正一 元院長叙勲受章記念祝賀会が開催されました 

          新潟県立がんセンター新潟病院副院長 丸山 洋一 

 

当院元院長 伊藤正一先生は、平成 24 年度の春の叙勲において、めでたく瑞宝小綬

章を受章されました。これを記念する叙勲受章記念祝賀会が、横山院長・椎名前副院長

を代表発起人として、平成 24 年 7 月 12 日、新潟グランドホテルにて開催されました。 

 

伊藤正一先生は県立六日町病院で 7 年間、県立新発

田病院で 3 年間それぞれ病院長を歴任された後、平成

13 年 4 月、第 9 代の新潟県立がんセンター新潟病院

院長に就任され、平成 15 年までの 2 年間、がんに特

化した専門診療施設としての機能充実に多大なご功績

を残されました。定位放射線治療装置・ノバリスや

PET-CT などは伊藤先生の陣頭指揮により導入が実現

したものです。 

当院退職後も新潟県病院局や新潟県医師会など要職に加えて、新潟県教育委員会・委

員長など幅広い分野でご活躍を続けられ、このようなご功績に対してこの度瑞宝小綬章

が授与されました。 

 7 月 12 日の祝賀会にはがんセンターや新発田病院の現役職員・ＯＢ職員を中心に、

伊藤先生の薫陶を受けた 7 名の現役県立病院院長など総勢 70 名が参集し、伊藤先生と

奥様をお迎えして、和やかな雰囲気のなかにも華やかな祝賀会のひと時を過ごしました。 

 

伊藤先生は現在も新潟県社会保険支払基金の審査委員長の要職に加え、新潟県病院局

の参与として、県立病院の将来計画の策定に「司令長官の如く（椎名前副院長談）」携わ

っておられます。 

今後の益々のご活躍とご健康をお祈り申

し上げます。 

 

 

                                                                                     

 

 

 



 

 

 

 

  

                                

皮膚・排泄ケア認定看護師  長谷川千夏                                                                                                                                                

私はストーマを造設した患者さんにもっと専門的なケアを提供したい

と思い、皮膚・排泄ケア認定看護師を目指し、平成 21 年から認定看護師

として病棟勤務を兼務しながら活動しています。未だに解らないことや失

敗することも多く、勉強不足を痛感していますが、患者さんやご家族の笑

顔や「話を聴いてもらうだけで安心する」という何気ない一言に元気をも

らいながら、毎日奮闘しています。 

認定看護師として主に、ストーマ保有者のサポー

ト、医療従事者への教育活動、褥瘡などの創傷のケ

アといった皮膚・排泄ケア領域に関連した活動を行

っています。ストーマ保有者のサポートでは、当院

にはもう 1 人、皮膚・排泄ケア認定看護師が勤務し

ていますので、現在は尿路ストーマを造設した患者

さんを中心に、入院中のケアはもちろんですが、退

院後も病棟のストーマ係のスタッフの協力を得なが

ら、ストーマ外来でケアや日常生活などについての相談を受けています。また、当

院は、がんセンターという特殊性から、化学療法や放射線治療の影響でスキントラ

ブルを発症しやすい患者さんが多く、トラブルを発症すると治癒しにくいこともあ

り、ケアに難渋することも少なくありません。そのため、スタッフからの相談には

主治医や皮膚科医師の協力を得ながら、できる限り対応しケアをサポートするよう

に心がけています。 

この 3 年間は無我夢中の毎日であっという間でしたが、これからはちょっぴり余

裕を持ちながら、大いに楽しんで活動することが目標であり、患者さんやスタッフ

から必要とされ、信頼される皮膚・排泄ケア認定看護師を目指していきたいと思っ

ています。 

 

 

 

                                                                              

認定看護師紹介 

今回より当院の認定看護師紹介コーナーを設けました。認定看護師は日本看護協会より認定

を受けた「特定の看護分野において、熟練した看護技術と知識を用いて、水準の高い看護実践

のできる看護師」で、「実践」「指導」「相談」の役割を果たすことにより、看護ケアの広がり

と質の向上を図ることに貢献しています。現在は 21 分野があり当院では８分野 9 名の認定看

護師が活動しています。今回は「皮膚・排泄ケア認定看護師」の活動を紹介します。 

 

～認定看護師からのワンポイント情報～ 

 「食中毒の予防」  感染管理認定看護師 武石雅幸 

食中毒は細菌やウイルスが原因でおこり、主な症状は下痢や嘔吐です。予防には、①調理

や食事の前によく手を洗う、②加熱可能な食品は、中心部まで十分加熱する、③調理後は

早く食べ、保管は冷蔵庫で行う、これらが重要です。 

 



新潟乳がん検診シンポジウムのご案内 

この度「新潟乳がん検診シンポジウム」を開催させて頂く運びとなりました。 

乳癌は年々増加の一途をたどり、早期発見、早期治療のカギを握る乳がん検診の重要

性は非常に大きくなっております。新潟県では平成 17 年よりマンモグラフィを検診に

導入しました。その後、平成 21 年に新潟市医師会が乳がん検診検討委員会を新たに設

置し、乳がん検診は草創期を経て平成 24 年度からさらに精度の高い検診を求める段階

にはいっています。 

これまでの成績を医師、関係者に知っていただき、また乳がん検診の知識の向上を目

指すために乳がん検診のオピニオンリーダーを迎えての、本シンポジウムを企画しまし

た。 

乳がんで悲しむ人を一人でも減らすために、乳がん検診の更なる飛躍を目指す会とし

て実りの多い会となるよう、鋭意準備を進めております。 

是非、この機会に多くの関係の皆様よりご参加いただきたく、ご案内申し上げます。 

新潟乳がん検診シンポジウム 

実行委員長  佐藤  信昭（新潟県立がんセンター新潟病院） 

 

新潟乳がん検診シンポジウム 

 

1．日 時 平成 24 年 11 月 17 日（土） 13：00～16：00 

2. 場 所 ANA クラウンプラザホテル新潟  

 〒950-8531 新潟県新潟市中央区万代５丁目１１−２０   

3．目 的 乳癌検診に係わる者の学術的知識の進歩を図る。 

4．内 容 講演とパネリストによる討論会 

 ・第１部：乳がん検診のオピニオンリーダーよる講演  

  佐野宗明（新潟ブレスト検診センター 所長） 

  田中眞紀（社会保険久留米第一病院 院長） 

  鈴木昭彦（東北大学 乳腺外科 講師） 

  中島一毅（川崎医科大学 総合外科学 准教授） 

 ・第２部：パネルディスカッション  

  テーマ：「乳がん検診-精度と受診率の向上のために」 

5．事務局 新潟乳がん検診シンポジウム事務局 

 新潟県立がんセンター新潟病院 

 実行委員長：佐藤信昭 

 〒951-8566 新潟市中央区川岸町 2 丁目 15 番地 3 

 Tel：025-266-5111(代)、Fax：025-266-6567 

 E-mail:  nobus@niigata-cc.jp 

6．共 催：新潟乳がん検診シンポジウム実行委員会、新潟県立がんセンター 

7．後 援：新潟県医師会、新潟市医師会、新潟県健康づくり財団、新潟県放射線技会、 

新潟県臨床検査技師会 

 



 
科  曜 日 月  火 水 木 金

４０１診  Ｄ 張　高明   Ｄ 廣瀬　貴之   Ｂ 林　芳樹

４０２診  Ｃ 高山　亜美  Ｄ 今井　洋介  Ｃ 大倉　裕二  Ｄ 石黒　卓朗  Ｄ 今井　洋介

５０１診  Ｃ 大倉　裕二  Ｆ 谷　長行  Ｆ 谷　長行  Ｆ 谷　長行

５０２診
 Ａ 青柳(午前)
 Ａ 加藤(午後)

 Ｅ 大山  泰郎  Ａ 加藤　俊幸  Ｅ 大山  泰郎  Ｂ 阿部　徹哉

６０１診  Ｂ 横山　晶  Ａ本山/栗田（隔週）  Ｂ 阿部　徹哉  Ａ 栗田　聡  Ｂ 田中　洋史

６０２診  Ａ 本山　展隆  Ａ 船越　和博  Ａ 佐々木　俊哉  Ａ 船越　和博  Ｃ 高山　亜美

２０１診  Ｂ 田中　洋史  Ｂ 樋浦　徹  Ｂ 馬場　順子

 Ａ 佐々木　俊哉  Ａ 青柳　智也  Ａ 船越　和博  Ａ 加藤　俊幸  Ａ 本山  展隆

 Ｂ 阿部　徹哉  Ｂ 林　芳樹  Ｂ 田中　洋史  Ｂ 馬場　順子  Ａ 栗田　聡

 Ｆ 谷　長行  Ｃ 大倉　裕二  Ｄ 今井　洋介  Ｃ 高山　亜美  Ｂ 樋浦　徹

 Ｄ 石黒　卓朗  Ｅ 大山　泰郎  Ｄ 廣瀬　貴之  Ｄ 張　高明

１　診 浅見　恵子 小川　淳 渡辺　輝浩 小川　淳

２　診 渡辺　輝浩

１　診 佐藤　信昭（乳腺） 梨本　篤（胃） 土屋 嘉昭（肝胆膵） 中川　悟（食道） 瀧井 康公（大腸）

２　診 金子　耕司（乳腺） 藪崎　裕 （胃） 野村　達也（肝胆膵） 松木　淳（胃） 丸山　聡（大腸）

３　診 中山　真緒 會澤　雅樹 神林　智寿子（乳腺） 若井/西垣（交替） 中野/福本（交替）

予防ｾﾝﾀｰ乳腺 金子/長谷川 佐藤　信昭 神林　智寿子 佐藤/神林（交替）

吉谷　克雄 小池　輝明
篠原　博彦
（午前のみ）

小池　輝明
 篠原（1,3,5週）
 吉谷（2,4週）

新　患 （交替で診察） 畠野　宏史 小林　宏人 守田　哲郎 村井　丈寛

再　来 守田　哲郎 交替・予約患者のみ 村井　丈寛 畠野　宏史 小林　宏人

原山　尋実 二宮　格 原山　尋実 原山　尋実

１　診 宇塚　岳夫 宇塚　岳夫 高橋　英明 高橋　英明

２　診 高橋　英明 高橋　英明 宇塚　岳夫 宇塚　岳夫

１　診 児玉　省二 本間　滋 笹川　基 菊池　朗 本間　滋

２　診 笹川　基 菊池　朗 菊池　朗 児玉　省二 笹川　基

３　診 児玉　省二 本間　滋 本間　滋 児玉　省二

新　患 竹之内　辰也 高塚　純子 竹之内　辰也 会沢　敦子 高塚　純子

再　来 高塚　純子 竹之内　辰也 竹之内　薫子 高塚　純子 竹之内　辰也

１　診 北村　康男
小林（1,3,5週）
 北村（2,4週）

斎藤　俊弘 斎藤　俊弘 北村　康男

２　診 小林　和博
信下（1,3,5週）
 斎藤（2,4週）

小林　和博 信下　智広 信下　智広

原　浩昭 原　浩昭 原　浩昭 原　浩昭 原　浩昭

１　診 佐藤　雄一郎 山﨑　洋大  佐藤　雄一郎 佐藤　雄一郎

２　診 小木　学 小木　学  山﨑　洋大 小木　学

１　診 杉田　公 杉田　公 杉田　公 松本　康男 松本　康男

２　診 松本　康男 松本　康男 松本　康男 杉田　公 杉田　公

齋藤　義之 齋藤　義之 齋藤　義之 齋藤　義之 齋藤　義之

※ 変更となる場合がございますので、事前にご確認ください。（電話：025-234-0011）

緩和ケア科
＊当院に受診中であり、主治医より紹介された方を対象としております。

＊木曜日の新患依頼は対応できない場合がございます。ご了承願います。

眼　　科

丸山　洋一　、　高田　俊和　、　冨田　美佐緒　（　月～金　予約可能　）

皮膚
科

麻　酔　科

放射線
治療科

新潟県立がんセンター新潟病院　2012年（平成24年）8月外来診療予定表

Ａ：消化器　　Ｂ：呼吸器　　Ｃ：循環器　　Ｄ：血液　　Ｅ：内分泌　　Ｆ：糖尿病

8月1日現在

内
　
　
　
　
　
　
科

小児
科

整形
外科

呼吸器外科

＊整形外科は完全紹介制となりますので、あらかじめご了承願います。

＊なお火曜日の再来は、予約患者の診察のみとなります。

新　患

(2診体制)

頭頚部
外科

神 経 内 科

＊水曜日は休診となりますので、あらかじめご了承願います。

婦人
科

＊乳腺外科については原則予約制となりますので、あらかじめご了承願います。

＊2012年（平成24年）4月より耳鼻咽喉科の名称を変更しました。

脳神経
外科

＊新患については紹介状が必要となりますので、あらかじめご了承願います。

泌尿
器科

＊新患は２名の医師が担当します。当日の担当医についてはお問い合わせください。

外
　
科

 浅見　恵子(～11:00)

 長期ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ外来

 　　　　　(11:00～)

＊婦人科３診については原則予約制となりますので、あらかじめご了承願います。

新潟県立がんセンター新潟病院 地域連携・相談支援センター（地域連携部門） 

ＴＥＬ：025-234-0011  FAX：025-234-0022  受付時間 月～金 8：30～17：30 

地域連携・相談支援センターを通して予約した場合、原則として予約日当日に行える検査 

ＣＴ、 腹部超音波、 ＭＲＩ、 食道・胃・十二指腸内視鏡、 PET-CT 

時間外の FAX については、平日夜は翌朝、金曜夜から日曜は月曜の朝にお返事申し上げます 


